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六月 末の 新聞に こんな 記事が 発見され た。 今年 は 暑 

あくえき 

気が 強く、 悪疫が 流行す る。 これ を 予防す るに は、 家 

ごとに 赤飯 を 炊いて 食えと 言い出した 者が ある。 それ 

やくびよ う 

が 相当に 行われて、 俄かに 赤飯 を 炊いて 疫病よ け を 

する 家が 少 くないと いう。 今日で も 東京の まん 中で、 

まじない 

こんな 非科学的 のお 呪禁 めいた ことが 流行す るかと 思 

うと、 すこぶる 不思議に も 感じられ るので あるが、 文 

明 国と 称する 欧米諸国 にも 迷信 は ある。 いかに 科学 思 

想が 発達しても、 人間の 迷信 は 根絶す る こと は 許され 



金 龍 山の 牡丹餅 は 有名で あるが、 ここ はしょ せん 

駄目で あろうと、 かれら も 最初から 諦めて いたので あ 

る。 しかも この 上 は ともかくも 金 龍 山へ 行って みて、 

そこでお 断り を 食ったら ば、 広小路の 方へ 行って 探し 

てみ たらよ かろうと いう ことにな つ た。 

「暑い のにお 気の毒 だが、 急いで 行って 来て おくれよ _ 

また 売 切れて しまう と 困る から …… ご と、 延津弥 は 頼 

むように 言った。 

「はい。 行って まいります ご 

お 熊 は 直ぐに 出て 行った。 けさ ももう 五つ 半 (午前 

しょうでん 

九 時) 過ぎで、 聖天 の 森で は蟬の 声が 暑そう にき こえ 



「そうだろう。 今頃 どこへ 行っても 売 切れさ。 いずこ 

も 同じ 秋の ゆうぐれで 仕方がな いね ご 

「でも、 まあ、 念のために 行って みまし ようご 

別れて 行こうと する お 熊 を、 千生 は 又よ び 留めた。 

「いや、 お 若け えの、 待って 下せえ やし。 と、 長兵衛 

を 極める ほどの 事で もね えが、 見す みす 無駄と 知りな 

がら、 汗 をたら して #駄 天 は 気の毒 だ。 ここに 一 つの 

思案 あり。 まあ 聞きた まえ ごと、 彼 は 芝居気 取リ でお 

熊の 耳に ささやいた。 

と、 いっても、 それ は 差した る 秘密で もな く、 これ 

から 方々 の 菓子屋 や 餅屋 を さがして 歩く まで もな く、 



て 何 かの 世間話 を はじめた。 千生の 肚 では、 こうして 

話し込んで いる うちにお 熊が 帰って来て、 このお はぎ 

は 千生さん の 家から 貰った と 言えば 、 延津弥 もよ ろ ザ J 

ぶに 相違ない。 自分の 顔 もよ くなる わけで ある。 恩 を 

売る という ほどの 深い 底意 はなく とも、 師匠の 口から 

礼の 一 つも 言われた さに、 彼 は わざわざ ここへ 訪ねて 

来たので あった。 途中で お 熊に 出逢った こと を 彼 はわ 

ざと 黙って いた。 

やがてお 熊が 帰って来 たので、 延津弥 は 待ち かねた 

ように 訊いた。 

「お前、 あつたかえ ご 



わされた ご と、 金 助 は 笑った。 

「まあ、 ここの も 一 つ 食べて ください。 まさかに 毒 も 

はいつ ていません から ご 

女に すすめられて、 金 助 は その 牡丹餅 を 一 つ 食った。 

延津弥 も 食った。 晦日 まえで 忙しい というので、 金 助 

は 長居 もせずに 帰った。 事件 はこれ から 出来した の 

である。 

金 助 は それから 二、 三 力 所の 用達し を 済ませて、 そ 

の 日の 七つ (午後 四時) ごろに 今 戸の 店へ 帰った が、 

途中から 胸が 苦しくな つて、 わが 家へ ころげ 込む と 共 

に 倒れた。 家内の 者 もお どろき 騒いで、 すぐに 近所の 



かに は 何も 出さなかった。 但し 午 飯 は どこで 食った か 

判らなかった。 延津弥 のこと は 本人 も 秘密に していた 

ので、 家族 も 知らなかった。 

閏 七月 二日の 朝 五つ 時 (午前 八 時) に 金 助の 葬儀 は 

小 梅の 菩提寺で 1 呂 まれた。 その 会葬者の うちに 延津 

弥 との 関係 を 知っている 者が あって、 中 田屋の 大将が 

死んで は 師匠 も 困る だろう、 お前さん がその 後釜 を 引 

受けて はどう だな どと、 冗談 まじりに 話して いたのが、 

まちかた 

ふと 町方の 耳に はいった。 

それから だんだん 探索す ると、 延津弥 の 一 件が 明白 

になった ばかりでなく、 金 助が 当日 金 龍 山 下 をたず ね 



へ 参りましたろう かご 

すげ 

「いいえ ご と、 延津弥 は 情なく 答えた。 「二十 九日 か 

ら 一 度 も 見えません よ。」 

「ほんとうに 参りません かご 

「見えません よ。 千生さん だって、 うつか リ ここの 家 

へ 顔出し も 出来ないで しょうから ご と、 延津弥 は 皮肉 

らしく 言った。 

「そうです かご と、 お 兼 はさら に 声 を ひくめた。 「世 

間と いうの は 途方 もな いこと を 言 い 触らす も ので …… _ 

うち はら 

家の 長 之 助が おまえさんと 肚を 合せて、 中 田屋の 旦那 

を 毒害した なんて 言う 者が あります そうで …… ご 



た。 

「ねえ、 お 師匠さん。 おまえさん、 ほんとうに 長 之 助 

の 居 どころ を 御存じない のでしょう かご と、 お 兼 はま 
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のき 

延津弥 はや はり 黙って いた。 小さい 庭に むかった 檐 

さきの 風鈴が 夜風に 音を立てて いるば かりで、 一 一人の 

沈黙 は 暫く つづ いた。 

閏 七月 は 誰かの 予言 どおり、 かなり 強い 残暑に 苦し 



るべき 物ではなかった。 

せがれの 居 どころ は 判らず、 女 あるじ は 急死した の 

であるから、 千鳥の 奉公人ら も 途方に くれた。 お 兼の 

兄の 小兵 衛は千 住の 宿で 同 商売 をして いるので、 そ 

れが龃 け 付けて 来て 万事の 世話 をす る ことにな つた。 

もちろん 町内の 人び とも 手伝って、 まず はこの 店 相当 

の 葬式 を 出した の は、 二十四日の 九つ (正午 十二時) 

であった。 その 葬式が やがて 出ようと する 時、 長 之 助 

の 千生が 蒼い 顔 をして ふらりと 帰って来た。 

「や あ、 いいと ころへ 息子が 帰った ご 

人び と は よろこんで、 早速 かれ を 施主に 立た せよう 



ゆく と 言って、 身支度 をして 出た ままで 帰らない とい 

う。 おそらく 田 原 町まで 行く 途中、 長 之 助が 挙げられ 

た 噂 を 聞いて、 千鳥へ も 行かず、 自宅へ も 帰らず、 ど 

こかへ 逃亡した ので あろうと 察せられた。 

それから 三日 目の 夜で ある。 橋 場の 渡し 番庄 作の せ 

がれ 庄吉が 近所へ 遊びに 行って、 四つ (午後 十 時) に 

近い 頃に 帰って来 ると、 渡し 小屋から 少し 距れた 川端 

に 誰かの 話し声が きこえた。 暗い ので 顔 は 見えない が、 

その 声が 男と 女で ある こと は 直ぐに 判った ので、 年の 

わかい 庄吉は 一 種の 好奇心から 足音 を 忍ばせて 近寄つ 

た。 かれは 柳の かげに 隠れて 窺って いると、 男 は 小声 



一 枚に されて …… 。 揚句の果てに 宿場 女郎に でも 売り 

飛ばそう とする、 おまえの 相談 は 聞かず とも 判って い 

るんだ。 どうせ 死ぬ と 決めた 体 だから、 どうな つても 

いいような もの だが、 あたし はお 前の ような 男に 骨 ま 

でし やぶられる ような 罪 は 作らない よ。」 

「なに、 罪 は 作らね え …… 。 女の くせに 人殺し までし 

て、 罪 を 作らね えが 聞いて 呆れら あ。 よく 考えて 物 を 

いえ ご 

「人殺し はお 前 じゃあな いかご 

その 声が 高くな つたので、 男 は 暗い なかに あたり を 

,0 るよう に 言った。 



川端の 闇で 虎 七と 争って いた 女が 清 元 延津弥 である 

らしい こと は、 読者 もお そらく 想像した であろう。 捕 

り 方 も その 判断の 付かない 害はなかった。 延津弥 は 一 

旦 ここへ 引戻されて、 虎 七の 酔って 眠った 隙 をみ て、 

かれ を 絞め殺して 逃げた に 相違ない。 四畳半の 隅に は 

徳利 や 茶碗な ども， J ろが つていた。 

隣り は 空 家、 又 その 隣り は吉 原へ 通い 勤めの 独り者 

であるので、 この 二、 三日 来、 虎 七の 家に どんな こと 

が 起って いたか 近所で も 知る 者はなかった。 しかも 前 

後の 事情 は 庄吉の 聴かされた 通りで、 彼 は 延津弥 を 脅 

迫して、 結局 その 手に 殺された の は 明白であった。 捕 



しまったの ですから、 今 さら 開き直って 女 を 責める わ 

けに も 参りません。 八月 二十 一日の 晚に延 津弥は 日本 

橋の 方へ 行く といって 家 を 出まして、 四つ を 過ぎても 

帰りません。 どうした のかと 案じて いますと、 九つ (十 

二 時) を 過ぎて ようよう 帰って来ました。 わたくし は 

外へ 出ません ので、 世間の 噂 を 聞きませんで したが、 

おふくろ は その 晚、 小 梅で 殺された のでした。 わたく 

しが 初めて それ を 知った の は 二十 三日の 午 頃で、 その 

翌 日が 千鳥 から 葬式の 出る 日で ) J ざいます。 延津弥 は 

わたくしに 向って、 もう 隠れて いる 場合で はない、 早 

く 帰って お 葬式の 施主に 立てと 申します ので、 わたく 
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